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S雛戯汚‡S : A High repetition rate Nd十3 glass laser with maximam repetition rate

50Hz, maximam energy of 560mJ/pu旦se at 1 Hz and maximam mean power of 22 W have

菅兜en contructed successfully for the purpose of a mobil laser rader.
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1.はじめに

本研究では, S53-55年に試件された

Nd十3ガラスレ-ザ装置を修復し,機械

式Qスイッチ発振をかけ,移動観測周

レ-ザ･レ-ダに周いることを目的とし

て研究を行なった｡

2.装置

FIg.1は試搾装置で,銑シャーシの上

にレ-ザヘッドと光共振器を乗せ,内部

に電流制限周直列コイルとコンデンサが

入っている｡コンデンサは容量190juF,

耐圧1650Vである｡

Fig.2ほ試曹したレ-ザ･ロッド用

ウオータジャケットで,取り外し可能を

2重管とした｡

Fig.3は固定プリズムホルダで,位置

を左右にスライドできる構造とした｡

Fig.机ま回転プリズムホルダで,アラ

イメントのため上蔀に2本のネジを取り

付けた｡

Fig.5ほフォトカブラで,トリガ信号

を取り出すためのものである｡
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Fi g. 1

試作したQスイッチNdいガラスレ-サ装寵

Fi g. 2

試作したレ-ザ･ロッド用ウオータジャケット



Fig. 3　試作したプリズム･ホルダー

Fi g. 5　試作したフォトカプラー

4.おわりに

以前試作した小型N d十3ガラスレ-ザ

を修理･改良し,完全に修復できた｡

さらに, Qスイッチ発振のコンポーネン

トを試作し,完成させた｡

講演では,高速繰返し発振特性につい

ても報告する予定である｡

アライメント粥整ネジ
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Fig. 4　試作した回転プリズムホルダー

3. J-マノン売買の大損表替三

出力鏡90%を使用し,入力エネルギ

242 Jに対して560mJが得られた｡この

値は過去のデ-タとほぼ同襟である｡
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Fig. 6

ノーマル発葦の入出力特性
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